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研究成果の概要（和文）：カワヤツメの分布南限域である能登半島において、その減少要因の解明を行った。こ
の地域では2000年以前には11河川で捕獲されていたが、それ以降は2河川しか捕獲されておらず、減少傾向が顕
著である。その原因として、幼生が生息する細粒土砂の堆積するワンド地形が河川工事により消失してしまった
ことが挙げられる。またカワヤツメは29.3℃が上限致死水温であるため、河川水温の低い上流域に遡上させる必
要がある。しかし遡上能力が極めて低い(限界遡上能力20㎝）ため、多くの河川構造物により遡上を妨げられて
いる。今後障壁となるこれらの構造物を改良し、河川の連続性を図ることが南限域の本種の保全を図るうえで重
要である。

研究成果の概要（英文）：The factor of decreasing lamprey was studied in Noto Peninsula, which is the
 southern distribution border. In this area, arctic lamprey was captured in 11 rivers before 2000 
using special fishing gear called "Kanko", but only 2 rivers have been captured since 2000. The 
cause of decline was largely influenced by the channel alternation done in the 1980's. For larvae  
living in muddy substrate, the side cavity topography on which fine grain sediments are deposited is
 indispensable, but this topography has disappeared due to channel work. Global warming is also 
important factor, the 29.3 ℃ is upper limit temperature for survive. They need to migrate for low 
temperature upstream area. However, the migration ability is extremely low (limit height for 
migration was about 20 cm). It was concluded that improving the river structure that becomes a 
barrier and restoring continuity of river is important for conservation of this species in the 
southern distribution border in Japan.

研究分野： 流域環境学

キーワード： カワヤツメ　能登半島　生息場　幼生　減少要因　ワンド　河川水温　遡上能力
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１． 研究開始時の背景
（1）
はヤツメウナギ類の一種であり
太平洋およびアジアに分布する遡河回遊魚で
ある(Hardisty 2006)
象魚として現在でも商業的な価値をもつが
その漁獲量は最盛期の
おり（北海道
ータブックでは準絶滅危惧種から絶滅危惧Ⅰ
類、ヨーロッパにおいても危急種に指定され
ている
幼生期における生息環境の消失や
卵環境の消失
害そして温暖化による水温上昇など複数の要
因によると考えられる

（2）
する関心は非常に高まっている
ギやヌタウナギは地球上に生存する唯一の無
顎類であり
上で極めて貴重な研究対象となっている
さに、
こと自体が奇跡に近いといっても過言ではな
い。通常ゲノムを解析する対象としては北米
に生息するウミヤツメ
一般的であるが
はそれらに比べてゲノムサイズが小さく好適
な研究材料と考えられている
ツメを使った比較ゲノム学の研究プロジェク
ト(筆者も含む
に関する最新の知見も得られている（
et al. 2013
（3）
意味を持っている
からワシントン州を流れるコロンビア川流域
に居住する先住民たちは
古くからあがめてきた
陸や北海道などの農村地帯では重要な蛋白源
となっており
例行事やカワヤツメを使った祭りなども行わ
れてきた
た行事も廃れてしまった
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（4） 親魚の遡上にとって阻害要因となる
落差工について実験室内の水槽を用いて解析
を行う。現在河川に設置されている構造物に
設置されている魚道の多くが、サケ科魚類な
どの大型魚を対象としたものであり、ヤツメ
ウナギのような泳ぎ上り型の魚は対象として
いない。したがってどのような落差が遡上の
限界なのか、どのような構造がよいかについ
ては検討を行う。  
（5） 幼生がどのように泥中の有機物を摂
取するかについて、胃内に含まれるバクテリ
アの DNA 解析を行い、セルロースを分解す
る酵素が生成されているかを確認する。さら
に幼生と底質をサンプリングし、実験室で乾
燥抽出し、幼生は筋肉組織、底質は有機物成
分を抽出し質量分析にかけて窒素安定同位体
比や炭素安定同位体比を測定し、その組み合
わせにより季節ごとの餌起源の推定を行う。 
(6) 資源量の減少した河川にカワヤツメを復
元するために、親魚から卵子と精子を採取し、
人工授精を行い、効果的な増殖法を確立する。
さらに得られた稚魚を飼育するための好適な
エサについて解明を行う。 
 
４． 研究成果 
（1） 能登半島における絶滅危惧種カワヤ
ツメの過去からの生息実態と利用文化を明ら
かにするため、能登半島を流れる 11 河川流
域において地域住民へのアンケ―ト、川漁師
への聞き取りおよび役場での文献調査を行っ
た。この結果、2000 年以前は 9 河川で捕獲・
生息が確認されていたが、2000 年以降は 2 河
川しか確認できなくなっていた。カワヤツメ
が最も捕獲され利用されていたのが、能登町
の町野川であり、カンコと呼ばれる特殊な漁
具を使ってヤツメが捕獲されており(図 2)、
捕獲されたヤツメはかば焼きなどで利用され、
春の格別な風物詩として地域文化を担ってい

た。しかし漁獲量は 1980 年以降急激に激減
しており、その原因として河川改修による影
響を挙げた人が多かった。今後、能登に育ま
れた独特なカワヤツメ文化を維持するために、
河川環境の改善と放流を行い、地域の子供た
ちへの文化の継承を行っていく必要がある。 

（2） カワヤツメの分布南限地帯に生息す
る幼生の秋季の微生息場を、能登半島北部を
流れる町野川において、野外生息環境調査と
室内飼育実験により明らかにした。幼生の密
度は、直線的な河岸に比べて、河岸付近が入
り組んだワンド地形で高かった。ワンド地形
の物理環境は、細粒砂以下の粒径と有機物の
割合が高く、対照区に比べて流速が緩やかで
あった。室内飼育実験においても幼生は 2 齢、
3 齢とも粒径が最も細かい底質（0.25mm 以
下）を選好しており(図 3)、この粒径の底質
が幼生にとって重要な生息条件であることを
明らかにした。本河川において 1970～1990
年代にかけて河道拡幅や護岸工事などの改修
工事が行われており、それに伴って河岸環境
は単調化し、幼生の生息場となるワンド地形
が減少した可能性が考えられた。 
（3） 野外生息環境調査より、底質に細粒
な粒径と有機物が最も堆積するワンドでは、
カワヤツメ幼生がほとんど確認されなかった。
この地点は酸化還元電位の値が最も低く底質
が嫌気的であったために、幼生にとって生息
しづらい環境であったことが推測される。室
内飼育実験においても、幼生が酸化還元電位
の高い底質を選択したことから、幼生は好気
的な底質を選択すると考えられる。カワヤツ
メの分布南限に位置する町野川では比較的水

図 2 カンコ漁の様子 

(a)中型(2 齢) 

(b)大型(3 齢) 

図 3 幼生サイズごとの底質粒径の選好性 
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